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　一般社団法人日本病理学会 第 354 号 平成 29 年（2017 年）7月刊 

1. 第 108回（平成 31年度）総会における宿題報告担
当者の募集について（公募）

第 108回（平成 31年度）日本病理学会における宿題報
告担当者を下記の要領により，募集いたします。尚，担当
者には「日本病理学賞」が授与されます。

1）　応募資格 :  日本病理学会学術評議員（ただし昭和
28年 4月 1日以降生まれの者）

2）　募集人員 : 3名
3）　提出書類 :

・日本病理学会ホームページよりダウンロードした所定
の書式に，応募者名，演題名，選考用抄録（1,100字
以内）などを記載のこと。ダウンロードできない場合
は，日本病理学会事務局まで請求のこと。

・講演内容に直接関係のある自著論文 50編以内の一覧
・代表的な自著論文 10編以内の別刷
4）　提出先 : 〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-2-5

　　　　　　聖堂前ビル 7階
　　　　　　一般社団法人日本病理学会事務局
 「宿題報告応募抄録」と明記し，書留郵便等でお送

りください。
5）　締め切り : 平成 29年 8月 31日（消印有効）
6）　参照 HP :

 http://pathology.or.jp/news/whats/advertise-shukudai-170718.html

なお，第 108回日本病理学会における宿題報告担当者は，
平成 29年秋の学術委員会において厳正・公明に選考し，
同年 11月の理事会審議にて決定いたします。また，担当
者には “Pathology International”への総説論文の執筆，発
表抄録の日・英両言語での作成，「病理学の研究でわかる
こと」（http://pathology.or.jp/ippan/info-trans.html）の原稿
作成をお願いすることをご承知おき下さい。

7）　お問合せ :  本件につきましてご質問がありました
ら，日本病理学会事務局または学術委員
長までお問い合せください。

　日本病理学会事務局 :

　　TEL 03-6206-9070　FAX 03-6206-9077

　　jsp-admin@umin.ac.jp

　学術委員長（髙橋雅英）:

　　TEL 052-744-2092　mtakaha@med.nagoya-u.ac.jp

2. 第 108回（平成 31年度）日本病理学会総会におけ
る宿題報告担当候補者の推薦について

宿題報告担当者については自薦に加えて学術評議員から
の推薦を受けております。下記の要領で，宿題報告担当候
補者の推薦をお願いいたします。学術評議員から推薦され
た候補者については，学術委員長名で推薦されている旨を
ご本人にお伝えし，応募されることをお勧めいたします。

1）　推薦方法 :  日本病理学会ホームページよりダウン
ロードし所定の書式に，被推薦者名，演
題名（仮題），簡単な推薦理由，推薦者名，
などを記載のこと。

2）　提出先 : 〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-2-5

　　　　　　聖堂前ビル 7階　
　　　　　　一般社団法人日本病理学会事務局
　　「宿題報告担当者推薦書類」と明記し，書留郵便等

でお送りください。
3）　推薦締め切り : 平成 29年 8月 4日（消印有効）
4）　参照 HP :

 http://pathology.or.jp/news/whats/advertise-shukudai-170718.html

5）　お問合せ :  本件につきましてご質問がありました
ら，日本病理学会事務局または学術委員
長までお問い合せください。

　　日本病理学会事務局 :

　　　TEL 03-6206-9070　FAX 03-6206-9077

　　　jsp-admin@umin.ac.jp

　　学術委員長（髙橋雅英）:

　　　TEL 052-744-2092　mtakaha@med.nagoya-u.ac.jp

3. 第 64回（平成 30年度）日本病理学会秋期特別総会
における病理診断特別講演（旧 : 診断シリーズ）担
当候補者の公募について

標記担当者を公募いたします。下記の要領にてご応募を
お願いいたします。
病理診断特別講演とは :

「病理診断特別講演」は，特定の疾患や臓器における病
理診断に関して，本学会に永年にわたって貢献し，その専
門に卓越した業績と見識をもつ本学会員が担当し，担当疾
患の病理診断に関して主として解説的に講演する。「病理
診断特別講演」担当者には，「病理診断学賞」が授与される。
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応募書式 :

1）　 日本病理学会ホームページよりダウンロードした所
定の応募書式に応募者名，略歴，活動・功績，課題
名，応募理由（1000字以内）等を記載したもの。

 ※ 書式はWord形式です。全体が適切な形で 2ペー
ジ以内に収まるよう配慮して下さい。

2） 応募理由に関する論文・著書業績（20編以内）の
リスト

3）　提出先 : 一般社団法人日本病理学会事務局
　　　　　　〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-2-5

　　　　　　聖堂前ビル 7階
封筒に「病理診断特別講演応募書式在中」と明記の上，

書留等にてお送り下さい。
4）　応募締め切り : 平成 29年 8月 31日（消印有効）　
5）　選考 :  担当者平成 29年秋の学術委員会において厳

正・公明に選考し，同年 11月の理事会審議
にて決定，同総会にて発表いたします。

6）　参照 HP :

 http://pathology.or.jp/news/whats/tokubetukouen-179718.html

7）　お問合せ :  本件につきましてご質問がありました
ら，日本病理学会事務局または学術委員
長までお問い合せください。

　　日本病理学会事務局 :

　　　TEL 03-6206-9070　FAX 03-6206-9077

　　　jsp-admin@umin.ac.jp

　　学術委員長（髙橋雅英）:

　　　TEL 052-744-2092　mtakaha@med.nagoya-u.ac.jp

4. 第 64回（平成 30年度）日本病理学会秋期特別総会
における病理診断特別講演  

（旧 : 診断シリーズ）担当候補者の推薦について

病理診断特別講演担当者については自薦に加えて学術評
議員からの推薦を受けております。下記の要領で，候補者
のご推薦をお願いいたします。学術評議員から推薦された
候補者については，学術委員長名で推薦されている旨をご
本人にお伝えし，応募されることをお勧めいたします。

推薦方法 :  日本病理学会ホームページよりダウンロー
ドした所定の書式に，被推薦者名，演題名（仮
題），簡単な推薦理由，推薦者名，などを記
載のこと。

提出先 : 〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-2-5

　　　　聖堂前ビル 7階
　　　　一般社団法人日本病理学会事務局
封筒に「病理診断特別講演担当者推薦書類在中」と明記

の上，書留等にてお送り下さい。
推薦締め切り : 平成 29年 8月 4日（消印有効）
参照 HP :

 http://pathology.or.jp/news/whats/tokubetukouen-179718.html

お問合せ : 本件につきましてご質問がありましたら，日

本病理学会事務局または学術委員長までお問い合せくださ
い。
日本病理学会事務局 :

　TEL 03-6206-9070　FAX 03-6206-9077

　jsp-admin@umin.ac.jp

学術委員長（髙橋雅英）:

　TEL 052-744-2092　mtakaha@med.nagoya-u.ac.jp

5. 第 65回（平成 31年度）秋期特別学術集会会長なら
びに第 109回（平成 32年度）学術集会会長の募集
について（公募）

日本病理学会秋期特別学術集会（秋期特別総会）の会長
ならびに学術集会（春期総会）の会長は，定款施行細則の
定めるところにより，いずれも理事会が選考し，総会にお
いて決定しています。
ここに，第 65回（平成 31年度）秋期特別学術集会会長
ならび第 109回（平成 32年度）学術集会会長を，下記の
要領により募集いたします。

記
1）　応募は自薦であること。
2）　 応募者は，第 65回秋期特別学術集会会長の場合は

平成 31年 11月 1日に，また，第 109回春期学術集
会会長の場合は平成 32年 4月 1日にそれぞれ満 65

歳以下の日本病理学会学術評議員であること。
3）　 第 65回（平成 31年度）秋期特別学術集会会長の応

募は，関東地区からの限定とすること
 （なお開催地は，会長所属機関と異なる利便性の高

い場所を選択することもできる）。
4） 応募者は，日本病理学会学術集会開催要領（別記）

の趣旨を踏まえて，所定の用紙に学術集会に対する
考え方，学術集会の具体的な実行計画，日本病理学
会及び関連学会において近年に行った主要な学術活
動等を記載すること。記入に際しては，用紙に適切
に収まるよう配慮すること。 

5） 応募の締切りは，平成 29年 9月 30日（消印有効）
までとすること。

6） 参照 HP :

 http://pathology.or.jp/news/whats/kaichouboshuu-170718.html

なお，所定用紙の交付または本件についての質問があり
ましたら，本学会事務局までお問い合わせください。
日本病理学会事務局
E-mail　jsp-admin@umin.ac.jp　TEL 03-6206-9070

〈お知らせ〉　今後の学術集会会長公募の予定について
今後本公募は，12月～ 1月頃より公募開始，春の総会
時に会長決定を行うこととなりました。春の会長は約 3年
前，秋の会長は約 2年半前に選出されることになります。
次回，第 66回（平成 32年度）秋期特別学術集会会長な
らびに第 110回（平成 33年度）学術集会会長の選出につ
いては，平成 30年 1月頃より公募，同年 4月の第 107回
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総会時に決定となります。応募をご検討の学術評議員にお
かれては，ご予定のほど，どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

【別記】　日本病理学会学術集会開催要領

本学術集会開催要領は，学術集会改革案（平成 18年 5

月 1日決定）の主旨に基づき，国際化への対応を含め，改
めて学術集会の開催に係る要領を定めたものである。

「背景」
日本病理学会は「病理学に関する学理及びその応用につ

いての研究の振興とその普及を図り，もって学術の発展と
人類の福祉に寄与する」ことを目的としており，学術集会
は「病理学に関わる学会員が研究発表と意見交換を通して
持続的な後継者の育成をするとともに，病理学に関する最
新情報の収集を行う場」として重要な役割を担っている。
病理学が対象とする分野は広く，基礎研究においては様々
な研究手段や技術を包含するのみならず，病理診断の精度
向上は社会的要請として日本病理学会に課せられている。
これら多種多様な分野の連結を図り，新たな医学と医療の
発展に寄与するとともに，医療の質を担保する専門医制度
の運用と会員の医療レべルの向上に努める必要がある。一
方，学問・技術の進歩による研究活動の深化と拡散化，業
務の拡大や専門化，支部活動の活性化，学会・研究会の増
加なと に゙より，学会員の学術集会に求めるところも変化
してきている。さらに，若手病理医・研究医の育成，国際
化への対応も重要な課題となっている。

「開催要領」
これらの日本病理学会における命題・課題をふまえ，学

術集会では「学術研究活動の発表・意見交換」と「診断病
理に関する最新情報の収集」を乖離することなく保証し，
次に掲げる観点に添って開催する。
（1） 病理学に関わる学会員の学術成果の発表の場を提

供し，発表を通して若手研究者・病理医の育成を
行う。

（2） 蓄積された完成度の高い研究成果や中堅クラスの
研究成果の発表を通して病理医・研究者を育成・
刺激する。

（3） 病理診断・専門医に関連する講習会を通じて診断
精度の維持・向上と新知識の習得を保証し，病理
診断医育成を図るとともに，基礎病理学的研究と
診断病理学的知見を結びつける研究の推進と発表
を促進する。

（4） 世界への情報発信とアジア・オセアニア地域での
病理学の中核を担うために国際化に取り組む，な
ど。

（5） 病理学に興味をもつ医学生を増やすため，学部学
生の発表の場を準備するとともに，学部学生の参
加に便宜を図る。

「具体的留意事項」
（1） 春期学術集会 : 春期学術集会の学術プログラムが

研究と病理診断などのバランスの取れた内容とす
るため「病理診断講習会」「分子病理診断講習会」
とシンポジウム，ワークショップ，一般発表演題
との重なりを少なくする。そのために病理学会の
事業である「病理診断講習会」「分子病理診断講習
会」については，それぞれ病理診断講習会委員会，
研究推進委員会は学会長と密接な連携により，そ
の内容の充実を図る。専門医資格更新に必要な講
習会を実施する。「宿題報告」は 1会場で行い
plenaryとする。

（2） 秋期特別総会 :「学術研究賞（A演説）（7-8件）」
と「病理診断特別講演（旧 : 診断シリーズ）（2件）」
は 1会場で行い plenaryとする。会長は学術委員
会と密な連携をとり，「シンポジウム」，「B演説」，
「教育講演」，「公募演題」などは，会長の裁量にて
複数会場で行なうことも可とする。IAP教育セミ
ナーなどとの効果的な連動を考慮する。アジア若
手研究者を招聘し発表する場として，インターナ
ショナルポスターセッションを開催する。

（3） 学術集会プログラム統一性の確保 : 春期学術集会
会長および秋期特別総会会長の立候補者は，学術
集会プログラムの統一性の確保や類似プログラム
の反復・乱立の回避などのため，プログラム内容
や企画方針などを応募申請書に明記する。

（4） 国際化への対応 : 学術集会の国際化を促進するた
めに，英語での参加登録，インターナショナルセッ
ションの設置，日程表の英語版の作成などに努め
る。

（5） 実際の開催・運営に係る詳細な注意事項は別途定
める。

 平成 26年 11月 19日　理事会策定
 平成 27年  3月 17日　同一部改定
 平成 28年  3月 25日　同一部改定

6.　会員システムの導入について

日本病理学会では会員情報管理の厳格化，会員の利便性
の向上を目的として会員管理システムの開発を進めて参り
ました。7月中旬からシステムの運用が開始されています。

導入される機能
以下のような手続きをいつでもオンラインで行なうこと
ができます。
・住所や所属の変更
・役員選挙などの選挙の投票（投票権は学術評議員のみ）
・学術評議員の更新手続き
・新規入会・入会承認の手続き
・会費支払い状況・専門医更新年度・指導医の有無などの
確認
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会員システムログインについて
会員システムへは日本病理学会のホームページのトップ

（左上「会員システムログイン」）からリンクしています。
初回ログイン時に仮パスワードを入力し，次にパスワード
設定が要求され，設定後にログインできます。（パスワー
ド紛失時もシステム上で対応が可能です）
なお，会員管理システムのログイン IDは現在，会員番
号固定で変更できませんが，9月上旬予定のシステムメン
テナンス実施後には，会員番号の他に，ログイン IDを自
由に設定できるようになります。その際，UMIN IDと同
じ設定にしていただければ，会員管理システム，病理情報
ネットワーク，今後増設予定の生涯教育サイトが同一 ID

で使用できるようになります。任意のログイン IDを設定
した場合「任意設定の ID／会員番号」のどちらでもログ
イン可能となります。

会員の皆様へのお願い
秋の理事選挙は，これまでの紙媒体から全面的に会員シ

ステムでの投票に移行されます。学術評議員の先生方は，
会員システムへのログインを行い投票のご準備をよろしく
お願いいたします。

システム導入時の注意点
会員システムに移行したデータは 5月 15日付の会員情

報データです。それ以降の変更はシステム上には反映され
ておりません。また，2017年度請求分の会費納入状況も
稼働後 1か月程度反映が遅れる可能性があります。
システムに関するお問い合わせは日本病理学会事務局ま

でお願いいたします。
※ 仮パスワードが記載されたハガキは，7/19に各会員にハ
ガキ形式で発送済みです。

7.　第 107回日本病理学会総会ホームページ公開

会期 : 2018年 6月 21日（木）～ 23日（土）　
会場 :  ロイトン札幌，ニトリ文化ホール，さっぽろ芸文

館
会長 :  笠原　正典（北海道大学大学院医学研究院　分子

病理学教室　教授）
HP : http://www.congre.co.jp/jsp2018/

8.　2016年分剖検データ登録　締切日のご案内

剖検情報の登録は，NCD（National Clinical Database）を
利用した方法に変更となりました。現在 2016年分のデー
タ提出を NCD上にて受付けておりますので，締切までに
登録を完了していただきますようお願い申し上げます。 

剖検輯報に登録していない症例は，病理専門医受験資格分
としてカウントすることが出来ませんので，ご留意くださ
い。

〈2016年分の剖検・施設情報の登録締切日〉
登録締切日 : 2017年 12月 1日（金曜日）23 : 59まで
※ 締切日以降，2016年分は一切登録できませんので，
ご注意ください
剖検データは施設ごとに NCDを通じて登録をお願いし
ます。

http://pathology.or.jp/kankoubutu/autopsy.html

 詳細は NCDホームページをご確認ください 

参照 HP : http://www.ncd.or.jp/info/information/1259.html

　　　　  http://www.ncd.or.jp/info/information/666.html

 （利用マニュアル）

9. 個人情報保護法等の改正に伴う研究倫理指針の改正
について（平成 29年 5月/3省合同資料）

参照 HP : http://pathology.or.jp/news/pdf/rinri_170710.pdf

10.　会員の訃報

以下の方がご逝去されました。
黒岩ゆかり　学術評議員（平成 29年 2 月 13 日ご逝去）

お知らせ

1.　第 28回電顕サマースクール 2017　開催

テ ー マ :  超明解 !電顕入門講座 ─ 原点回帰 ─　基礎
再認識とステップアップを目指す 3日間 !

開催日程 : 平成 29年 8月 3日（木）～ 5日（土）
開催場所 :  東京慈恵会医科大学　高木 2号館地下 1F南

講堂
参照 HP : http://microscopy.or.jp/summerschool/

2. 国際マスイメージングセンター講演会ならびに利用
説明会について

1）　国際マスイメージングセンター講演会
日　時 : 平成 29年 8月 25日（金）　17 : 30～19 : 00

場　所 : 浜松医科大学　臨床講義棟　大講義室
参加費 : 無料　※参加登録不要

2）　 国際マスイメージングセンター利用説明会・機器利
用講習会

日　時 : 平成 29年 8月 28日（月）　10 : 00～
場　所 : 浜松医科大学　講義実習棟 2階　201講義室
参加費 : 無料　※要参加登録（参加申込締切・8月 21日）
内　容 : 10 : 00～12 : 00　利用説明会
　　　　 国際マスイメージングセンターの装置利用の手

続きについて説明いたします。
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13 : 00～ 17 : 00　機器利用講習会
18 : 00～ 20 : 00　情報交換会

1）2） ともに
お問い合わせ先 :

浜松医科大学　国際マスイメージングセンター
〒 431-3192　静岡県浜松市東区半田山 1丁目 20番 1号
TEL : 053-435-2086

参照 HP :

 https://www.hama-med.ac.jp/uni_institution_imic.html

3.　第 2回分子病理学シンポジウム開催

開催日程 : 2018年 2月 3，4日
開催場所 :  Mantra on View Hotel, Gold Coast,  Queensland, 

Australia

参照 HP :

 https://www.griffith.edu.au/conference/molecular-pathology-symposium

4.　平成 29年度 死亡時画像診断（Ai）研修会開催

開催日時 : 平成 29年 8月 5日（土）～ 6日（日）
開催場所 : 日本医師会館　1F大講堂及び 3F小講堂
参加対象 : 医師もしくは診療放射線技師
参照 HP :

 http://www.med.or.jp/doctor/anzen_siin/ai/005160.html

5.　「朝日賞」候補者推薦について

標記の件につき本学会からの推薦を希望される会員は，
下記財団の HP を参照の上，8月 4日までに本学会事務
局宛ご連絡下さい。
照会先 : 朝日新聞文化財団
参照 HP : http://www.asahi.com/shimbun/award/asahi/

6. 　「内藤記念科学振興賞」について

標記の件につき本学会からの推薦を希望される会員は，
下記財団の HP より要綱を参照の上，各締め切り 1か月前
までに本学会事務局宛ご連絡下さい。
照会先 :（公財） 内藤記念科学振興財団
参照 HP : https://www.naito-f.or.jp/jp/index.php

7.　公益財団法人風戸奨励会より

（1）　平成 29 年度（第 11回）「風戸賞」公募
　　 応募資格 : 満 45歳以下の研究者
　　 応募締切 : 平成 29年 10月 20日（金）必着
（2）　 平成 29 年度（第 11回）「風戸研究奨励賞」の公募

について
　　 応募締切 : 平成 29年 12月 8日（金）必着
　
（1），（2） ともに詳細は HPをご参照ください
共通 HP : http://www.kazato.org/

連絡・問い合わせ :（公財） 風戸研究奨励会　事務局
　TEL : 042-542-2106　FAX : 042-546-9732

　E-mail : kazato@jeol.co.jp


